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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、現職教員と教員養成系学生のための、ビデオ記録と

相互評価を核としたＷｅｂ上で利用可能なデジタルティーチングポートフォリオシステムを開

発することである。このため、それぞれの核となる機能を部分的に実現するプロトタイプシス

テムを開発し、また、既存のシステムの利用状況を分析することを通して、汎用システムとし

ての基本設計を完成させた。主な特徴は、課題機能によって活動が促進され、スタンダードと

エビデンスに基づく、マイポートフォリオを作成して相互評価ができる点にある。 
 
研究成果の概要（英文）：A web-based digital teaching portfolio system for inservice and 
preservice teachers was developed which included video clips and peer assessment. 
Based on the development of prototype modules which realized central function of the 
system and the log analysis of existing systems, we drafted a basic design for a digital 
teaching portfolio system for a wide use. The system was characterized by task 
function which promote activities, and peer assessment of "My Portfolio" with 
standards and evidence. 
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１．研究開始当初の背景 
 信州大学教育学部では、教員としての専門
的資質能力の形成・向上のための手段の一つ
として、ティーチングポートフォリオを取り
上げ、教員志望学生および現職教員のための

ティーチングポートフォリオの効果的な活
用方法の確立を目指して実践的な研究を進
めていた。 
 ティーチングポートフォリオに関するそ
れまでの一連の実践研究の中から、１学年約

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2006～2009 

課題番号：18300286 

研究課題名（和文）ビデオ記録と相互評価を核とした 

デジタルティーチングポートフォリオシステムの開発 

研究課題名（英文）The Development of Digital Teaching Portfolio System  

with video clips and peer assessment 

研究代表者 

東原 義訓（HIGASHIBARA YOSHINORI） 

信州大学・教育学部・教授 

 研究者番号：90143172 



 

 

280 名の教員志望学生が入学から卒業までの
４年間に受講する教育実習を含む体系的な
教育臨床経験科目において、継続的に利用で
きる実用的なティーチングポートフォリオ
支援システムの必要性が浮かんできた。また、
長野市教育委員会と連携して「10 年経験者研
修」の位置づけで実施していた、ビデオを活
用した授業リフレクションの実践から、異な
る学校に所属する教員同士が遠隔非同期で
実施できる授業リフレクション研究会を実
現可能なシステムの必要性が明確になって
きた。さらに、文部科学省の平成 15～17 年
度「教員の評価に関する調査研究」の実施に
ともない、授業改善プロジェクトに取り組む
学校から、教員の資質向上に役立つ教員評価
支援システムの必要性が寄せられていた。 

ティーチングポートフォリオに関してこ
れまで行われてきた研究は、国外におけるテ
ィーチングポートフォリオについての調査
研究、リフレクションの効果についての研究、
ルーブリックについての研究、Ｗｅｂベース
のポートフォリオの効果についての研究な
ど、ティーチングポートフォリオのある一部
分にスポットライトをあてた研究であった。
しかし、そのようなティーチングポートフォ
リオの効果を示す個別の研究成果がいくら
存在しても、教員養成、現職教員研修や教員
評価の分野で望まれている、前述したような
実践的なニーズに応えられる汎用なティー
チングポートフォリオ支援システムは日本
には当時存在しなかった。ティーチングポー
トフォリオの効果が明らかにされるにつれ、
その実践を望む人は増大するであろうが、テ
ィーチングポートフォリオ支援システムな
しで、この実践を行うことは、負担が大きく、
困難である。 

そこで、ティーチングポートフォリオを活
用した教員養成、現職教員研修、教員評価を
可能とするためには、コンピュータとネット
ワークを用いた実用的なデジタルティーチ
ングポートフォリオシステムを開発するこ
とが、その解決策の一つと考え、本研究はス
タートした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、現職教員と教員養成系学
生のための、ビデオ記録と相互評価を核とし
たＷｅｂ上で利用可能なデジタルティーチ
ングポートフォリオシステムを開発するこ
とである。このため、それぞれの核となる機
能を部分的に実現するプロトタイプシステ
ムを開発し、また、既存のシステムの利用状
況を分析することを通して、最終的な汎用シ
ステムを設計することを行う。 
 
３．研究の方法 
(1)デジタルティーチングポートフォリオシ

ステムとして、有するべき機能は何か（シス
テム設計）。対象として現職教員および教員
を志望する学生を想定しているので、両者に
共通の機能と固有の機能を検討し、それに対
応できる設計を行う。ティーチングポートフ
ォリオと呼ぶためには、指導経験を証明する
証拠物の蓄積・参照機能とルーブリックに基
づいた自己評価と相互評価の機能が必要で
ある。各自のポートフォリオは、ルーブリッ
クに基づくテンプレートを活用して構築す
る。ルーブリックについては、ＩＮＴＡＳＣ
（Interstate New Teacher Assessment and 
Support Consortium）スタンダードのほか、
信州大学教育学部独自のもの、他の団体等が
定めるものに対応できるよう、複数のルーブ
リック設定機能を用意する。証拠物としては、
一般的な文書ファイルのみでなく、授業の様
子のビデオが簡単に取り込める機能を持た
せる。また、指導者用の機能として、各種評
価・統計機能を持たせる。 
(2)組織としてのポートフォリオシステム構
築のための基礎研究 
 本研究で開発するシステムは、教員評価や
学校評価に役立つ組織としてのポートフォ
リオとして活用できるものをめざすため、既
存の Webサイトを利用した組織としての情報
発信の現状を調査分析し、ポートポリオシス
テムを発展させるための基礎資料を得る。ま
た、ビデオを核とする授業記録システムを単
独システムとして開発し、ポートフォリオシ
ステムに組み込むための基礎知見をうる。 
(3)最終的には、上記の成果をふまえ、あら
ためて汎用的なポートフォリオシステムの
仕様を決定し、基本設計書としてまとめあげ
る。 
 
４．研究成果 
(1)既存のポートフォリオシステムの利用に
関する分析から、ポートフォリオシステムに
必要とされる機能を明確した。 
①蓄積されたデータの分析と学生へのヒア
リングにより、教員養成段階の 1 年次生、3
年次生がリフレクションを深めるために、テ



 

 

ィーチングポートフォリオを作成し相互評
価を行うことに効果があることが示され、シ
ステムの機能として、「相互評価機能」の必
要性が確認された。 
②ポートフォリオの作成、相互評価などの活
動をシステム上で促すための仕組みとして、
課題として表示することを、教員養成段階の
１年生および、10 年経験者研修の現職教員を
対象として実施したところ、ポートフォリオ
システムを用いた活動が順調に進行するこ
とが示され、ポートフォリオシステムにおい
て「課題機能」によって、学習活動を導いて
いく方法をとればよいことが明らかになっ
た。また、課題の形式をとることで、指導者
にも受講者にも分かりやすく、ポートフォリ 
オの作成状況を提出状況として把握できる
などの利用上の利点が明らかにされた。 
③学校組織としてのポートフォリオの基礎
研究のために、ＣＭＳによる学校 Web サイト
を活用してもらい、その発信内容をテキスト
マイニングの方法で分析した。その結果、対
象とした学校 Web サイトから情報発信され
た内容の特徴として次のことが明らかにな
った． 
・校内活動と校外活動の大きく 2 つの情報が
発信されている．さらに校内活動については、
保護者・地域活動、子どもの支援、学習活動
に関する情報に分類される． 
・学校休業日には、教職員の活動、子どもの 
支援、自然についての情報が発信されている．
また、平日に発信できなかった情報は休日に
発信されている（図１、２）． 

 これらにより、ＣＭＳの機能により組織の
ポートフォリオとしてのエビデンスの蓄積
と発信が可能なことが示され、エビデンス機
能の在り方が明らかにされた。 
④エビデンス機能の一つとしてのビデオ記
録を含む授業記録の在り方を検討して、授業

図４ ティーチングポートフォリオシステムの画面例（相互評価課題の設定） 

図３ 授業記録エビデンステンプレート
を活用した例 



 

 

記録テンプレートを設計し、これに基づいて
実際の授業を対象に授業記録エビデンスの
作成を行い、設計したテンプレートが有効に
活用された（図３）ことから、ポートフォリ
オシステムとしてのテンプレートの在り方
が明確にされた。 
⑤前述の成果を踏まえ、養成段階から現職段
階までを含む教員を対象とした、ティチーン
グポートフォリオシステムの基本設計が完
成した。 

主なシステムの構成は次の通りである。 
指導者用機能 
・課題新規作成：スタンダード、エビデンス、
マイポートフォリオ、相互評価 
・スタンダード管理：提出スタンダード一覧 
・テンプレート管理：スタンダード、エビデ
ンス、S マイポートフォリオ、マイポートフ
ォリオ 
・受講生管理：アクセスログ、提出情報 
受講者用機能 
・コース：課題、スタンダード、エビデンス、
マイポートフォリオ、相互評価、指導者評価 
・基本：コース一覧、受講登録、スタンダー
ド参照、パスワード変更、テーマ設定 
・コース管理：コース作成、コース編集 
・ユーザ管理：ユーザグループ、ユーザーコ
ース登録、ユーザ登録 
・履修カルテ管理 
管理者用機能 
・コース管理：新規コース、新規カテゴリー 
・ユーザ管理：受講者登録、ユーザ登録、ユ
ーザグループ登録 
・履修カルテ管理 
・テーマ管理 
共通機能 
・ログイン、ログアウト 
・コース内検索 
・リンク集 
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検・評価－企業開発者自身による検証－」）．
日本教育工学会第 22 回全国大会，関西大
学総合情報学部，2006 年 11 月 5 日． 

⑮ 高橋渉・岩永恭雄・東原義訓・今田里佳・
上村惠津子・谷塚光典 「ティーチング・
ポートフォリオを活用して教科指導力を
高める研修プログラムの開発」．日本教育
大学協会平成 18 年度研究集会，千葉大学
教育学部，2006 年 10 月 14 日． 

 
〔その他〕 
ホームページ等 
 http://cert.shinshu-u.ac.jp/ 
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